
2021 年 脱原発アピール 

 

「3・11」の教訓を風化させず、原発再稼働に反対する！ 

 

日本有機農業研究会 

 

 「3・11」の原発事故に際して私たちは、「原発は、いのちの原理に反する」「すべ

ての原子炉を廃炉に！」と、総会で特別アピールを決議し内外に発した。事故から

10 年となる今年、具体的に動き出した原発再稼働の動きに強く抗議し、私たちは再

度、「原発といのち・くらしは共存できない」、「原発のない社会をつくる」ことを訴

える。 

 森・里・川・海はいのちの基盤であり、これ以上の汚染は許されない。各地の再

稼働反対の行動や原発差し止め・廃炉訴訟の裁判等に連帯していく。  

 今年、会誌『土と健康』3 月号では「原発事故から 10 年」を特集し、福島の現実、

福島からの声を全国に届けた。コロナ禍で思うように動きがとれなくなったが、こ

れまで続けてきた日有研・福島東北有機農業支援委員会の「福島有機農学校・猫の

手の活動」については、時期を判断して再開したい。エネルギーについては、周辺

の環境に配慮した小規模分散型・再生可能エネルギーの採用などを採り入れていく

ことも提唱する。 

 「3・11」の教訓を風化させてはならない。それは、今ある原発を再稼働させない

ことだ。再稼働に向けた動きに強く反対する！ 

 

 

 

 

 

 

次は、2011 年３月に出した日本有機農業研究会の脱原発アピール 

 



 


